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各地区電友会だより（秋田）

◆ 

秋
田
支
部

◎
環
境
ク
リ
ー
ン
作
戦
・
清
掃
活
動
に
参
加

　令
和
５
年
10
月
25
日
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
秋
田
支
店
が
地
元

地
域
の
環
境
美
化
に
貢
献
す
る
「
環
境
ク
リ
ー
ン
作

戦
・
清
掃
活
動
」
に
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　令
和
６
年
３
月
26
日
に
中
通
ビ
ル
周
辺
の
「
環
境

ク
リ
ー
ン
作
戦
・
清
掃
活
動
」
に
８
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

◎
第
24
回
定
期
総
会
を
開
催

　令
和
６
年
４
月
30
日
イ
ヤ
タ
カ
で
開
催
。
今
回
の

秋
田
支
部
定
期
総
会
は
、
昨
年
10
月
13
日
に
秋
田
支

部
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
県
内
３
地
区
電
友
会
の
定

期
総
会
に
お
い
て
、
地
区
電
友
会
の
廃
止
と
県
域
一

元
化
の
見
直
し
が
承
認
さ
れ
て
、
統
一
後
初
め
て
の

◎
文
化
講
演
会
を
開
催

　４
月
30
日
の
秋
田
支
部
第
24
回
定
期
総
会
終
了
後

に
71
名
の
参
加
で
、
秋
田
市
「
イ
ヤ
タ
カ
」
に
お
い

て
、
文
化
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
初

め
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
秋
田

支
店
長
澤
村
誉
た
か
し

様

よ
り
『
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
最

近
の
動
向
に
つ
い

て
』
と
の
講
話
が
あ

り
、
私
た
ち
が
勤
め

て
い
た
時
と
は
違
う

現
状
に
、
参
加
者
は

ビ
ッ
ク
リ
し
て
お
り

ま
し
た
。

　引
き
続
き
、
秋
田

県
内
で
人
気
の
プ
ロ

バ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ー
ム
、

秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ

ネ
ッ
ツ
株
式
会
社
代

表
取
締
役
社
長
水
野

勇
気
様
よ
り
『
バ
ス

ケ
で
秋
田
を
元
気
に

～
ゼ
ロ
か
ら
の
挑
戦

～
』
と
題
し
て
の
講

演
で
す
。

水野社長様の講演模様文化講演会模様

支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
下
期
の
活
動
状

況
報
告
・
収
決
算
・
監
査
報

告
及
び
令
和
６
年
度
事
業
計

画
案
・
収
支
予
算
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

第 24 回定期総会・文化講演会総会模様

木村支部長挨拶

  

秋
田
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　内
容
は
、
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
の
立
ち
上
げ
か
ら
現
在
に

至
る
経
過
や
将
来
構
想
ま
で
の
話
と
、『
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
で
秋
田
を
活
性
化
さ
せ
県
民
に
元
気
を
与
え
た

い
』
と
い
う
、
強
い
熱
意
に
参
加
者
一
同
感
動
と
元

気
を
頂
き
ま
し
た
。

　終
了
後
に
、
参
加
者
へ
５
月
５
日
開
催
の
無
料
ペ

ア
チ
ケ
ッ
ト
券
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
、
嬉
し
い
一

日
で
し
た
。

◎
定
期
総
会
後
に
、懇
親
会
を
開
催

　令
和
６
年
４
月
30
日
定
期
総
会
・
文
化
講
演
会
開

催
後
に
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　木
村
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、
10
名
の
ご
来
賓
、
６

名
の
賛
助
会
員
を
お
招
き
し
、
東
日
本
電
信
電
話
株

式
会
社
宮
城
事
業
部
秋
田
支
店
長
の
澤
村
誉
た
か
し

様
の

ご
挨
拶
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
秋
田
県
分
会
分
会
長
佐
藤
晋

一
様
の
ご
発
声
で
乾
杯
し
、
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
宴
の
途
中
で
辰
正ま
さ
よ
し祥

会
員
の
「
秋
田
県
民
歌
」

の
披
露
が
あ
り
、
参
加
者
全
員
で
合
唱
す
る
場
面
も

あ
り
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
ま
ま
、
懇
親
が
続

き
ま
し
た
。

　最
後
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
秋
田
県
支
部
協

議
会
会
長
大
泉
三
三
男
様
の
中
締
め
の
音
頭
で
散
開

い
た
し
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

⑴
千
秋
囲
碁
ク
ラ
ブ

　令
和
６
年
４
月
６
日
12
名
参
加
で
、
第
39
回
千
秋

　最
後
に
、
新
た
な
課
題
と
し
て
、
中
々
新
し
い
人

が
入
っ
て
こ
な
い
と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
、
会
員
一

人
一
人
が
対
応
し
て
い

く
こ
と
を
再
確
認
し
会

い
ま
し
た
。

　令
和
５
年
度
か
ら
の

大
会
結
果
で
す
。

・
令
和
５
年
11
月
４
日 

　第
１
４
６
回
大
会

　優
勝

　奥
山

　良
一

　２
位

　大
和
田

　篤

　３
位

　佐
々
木
勝
彦

・
令
和
６
年
２
月
３
日

　第
１
４
７
回
大
会

　優
勝

　奈
良

　和
彦

　２
位

　塚
本

　正
勝

　３
位

　川
村

　
　博

令和5年11月4日 146回大会模様令和６年２月３日 第１４７回大会模様令和６年５月11日 第１４８回大会模様

囲
碁
ク
ラ
ブ
定
期
総
会
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
秋
田
支
店
Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

　大
山
会
長
か
ら
の
挨
拶
後
、
議
事
に
入
り
、
令
和

５
年
度
の
活
動
状
況
・
収
支
報
告
・
監
査
報
告
が
あ

り
全
て
を
承
認
し
、
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
・
予

算
計
画
と
大
会
運
営
・
会
則
の
一
部
見
直
し
を
提
案

後
に
、
大
山
会
長
か
ら
、
28
年
間
に
わ
た
る
会
長
職

を
高
齢
に
よ
り
退
任
と
の
意
向
を
受
け
、
新
会
長
に

深
澤
豊
副
会
長
を
選
任
し
、
大
山
文
雄
前
会
長
は
名

誉
会
長
と
す
る
新
役
員
体
制
を
提
案
。
満
場
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

39 回定期総会模様千秋囲碁クラブ 第
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・
令
和
６
年
５
月
11
日

　第
１
４
８
回
大
会

　優
勝

　田
中

　忠
雄

　２
位

　深
澤

　
　豊

　３
位

　塚
本

　正
勝

・
第
１
４
９
回
大
会

　令
和
６
年
８
月
３
日
開
催
予
定

　

⑵
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
Ｏ
Ｂ
秋
田
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　令
和
６
年
の
春
は
雪
が
少
な
く
秋
田
市
内
の
ゴ
ル

フ
場
は
３
月
中
旬
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　今
年
最
初
の
例
会
を

４
月
15
日
太
平
山
Ｃ
Ｃ

に
て
開
催
、
皆
さ
ん
の

令和６年５月11日
第１４８回大会模様

鈴木会長のドライバー

い
雨
、
最
悪
の
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
そ
ん
な
中
、
千
田
育

男
選
手
が
５
年
ぶ
り
の
優
勝
で
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

⑶
千
秋
月
曜
会

　毎
年
３
月
か
ら
11
月
の
第
４
月
曜
日
13
時
か
ら
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ

−

Ｏ
Ｂ
サ
ロ
ン
で
会
員
11
名
で
練
習
を
行

な
っ
て
お
り
ま
す
。
12
月
か
ら
２
月
の
冬
季
間
は
、

雪
等
で
練
習
を
休
止
し
て
お
り
ま
す
。
施
設
か
ら
の

5 月例会
全体写真

行
い
が
い
い
の
か
、
素

晴
ら
し
い
天
気
、
そ
ん

な
中
で
一
昨
年
か
ら
参

加
し
て
い
る
現
役
総
務

部
の
高
橋
一
さ
ん
が
初

優
勝
、
２
５
０
ヤ
ー
ド

ド
ラ
コ
ン
賞
も
獲
得
で

す
。
参
加
者
22
名
ち
ょ

っ
と
少
な
め
で
し
た
。

　５
月
の
例
会
は
南
秋

田
Ｃ
Ｃ
で
開
催
、
ス
タ

ー
ト
す
る
前
か
ら
冷
た

4 月例会
全体写真

４月例会優勝者 高橋一選手５月例会優勝者 千田育男選手
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慰
問
依
頼
が
あ
れ
ば
、
練
習
会
場
の
大
き
い
市
民
市

場
２
階
の
事
務
室
を
借
り
、
本
番
に
備
え
る
練
習
も

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
、
施
設
慰
問

を
経
験
し
て
み
た
い
方
は
、
是
非
こ
の
機
会
に
私
た

ち
と
一
緒
に
訪
問
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
た

楽
器
演
奏
や
民
謡
を
披
露
し
た
い
方
の
、
ご
連
絡
も

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

⑷
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル

　令
和
６
年
４
月
12
日
潟
上
市
の
道
の
駅
て
ん
の
う

横
の
『
天
王
く
ら
か
げ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
』
で

気
温
19
度
快
晴
の
中
、
参
加
者
５
名
に
よ
り
今
年
度

和気あいあいの
GGを楽しみました

く
、
防
波
堤
の
釣
り
も
計
画
し
、
倶
楽
部
名
の
と
お

り
真
鯛
、
甘
鯛
、
黒
鯛
と
鯛
尽
く
し
の
、
三
鯛
計
画

を
敢
行
し
ま
す
。

・
５
月
中
旬

　秋
田
北
防
波
堤
に
て

　黒
鯛
、
尺
鯵
狙
い
の
ウ
キ
フ
カ
セ
釣
り
と
投
げ
サ

ビ
キ
釣
り

・
６
月
上
旬

　秋
田
港
沖
に
て

　真
鯛
、
甘
鯛
、
イ
ナ
ダ
狙
い
の
タ
イ
ラ
バ
釣
り

・
７
月
中
旬

　秋
田
港
沖
で
釣
り
大
会
開
催

　（
魚
種
別
大
物

賞
に
豪
華
賞
品
贈

呈
有
）

　真
鯛
、
甘
鯛
の

タ
イ
ラ
バ
、
尺
鯵

の
サ
ビ
キ
、
キ
ス

の
餌
釣
り

・
９
月
上
旬

　秋

田
港
沖
に
て

　真
鯛
、
甘
鯛
、

ヒ
ラ
メ
、
ワ
ラ
サ

の
タ
イ
ラ
バ
、
尺

鯵
の
サ
ビ
キ
、
キ

ス
の
餌
釣
り

　５
月
に
北
防
波

堤
で
の
釣
り
を
計

画
し
て
い
ま
し
た

黒鯛も美人も釣った？！おいしく調理された魚たち

第
１
回
目
の
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
初
め
て

の
顔
合
わ
せ
で
終
始
和
気
あ
い
あ
い
の
中
、
無
事
に

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　成
績
は
、
優
勝
が
増
川
通
泰
さ
ん
（
94
打
）、
準

優
勝
が
細
川
良
一
さ
ん
（
１
０
０
打
）、
３
位
が
田

中
忠
雄
さ
ん
（
１
０
０
打
）、
４
位
が
亀
山
明
さ
ん

（
１
０
３
打
）、５
位
が
木
村
辰
雄
さ
ん
（
１
０
４
打
）

で
し
た
。

　第
２
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
５
月
10
日

『
大
平
山
リ
ゾ
ー
ト
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
』

で
曇
り
中
参
加
者
６
名
で
開
催
し
、
何
時
も
の
よ
う

に
冗
談
を
交
え
な
が
ら
楽
し
く
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

　結
果
は
、
優
勝
が
栗
原
貞
昭
さ
ん
（
93
打
）、
準

優
勝
が
増
川
通
泰
さ
ん
（
98
打
）、
３
位
が
田
中

忠
雄
さ
ん
（
１
０
０
打
）、

　４
位
が
亀
山
明
さ
ん

（
１
０
１
打
）、
５
位
が
細
川
良
一
さ
ん
（
１
０
３
打
）、

６
位
が
木
村
辰
雄
さ
ん
（
１
０
６
打
）
で
し
た
。

　※
難
コ
ー
ス
パ
ー
プ
レ
イ
は
、
栗
原
貞
昭
さ
ん
１

人
の
み
で
し
た
。

　次
回
第
３
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
６
月

７
日
『
大
潟
村
多
目
的
運
動
広
場
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
』
で
開
催
予
定
で
す
。
飛
び
入
り
参
加
大
歓

迎
で
す
。

⑸
千
秋
釣
り
鯛
公
望
ク
ラ
ブ

　魚
の
王
様
で
あ
る
鯛
を
ひ
た
す
ら
追
い
か
け
る
鯛

公
望
の
集
ま
り
で
す
。
今
年
度
は
船
釣
り
だ
け
で
な
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が
、
黒
鯛
も
鯵
も
数
が
釣
れ
て
い
な
い
状
況
だ
っ
た

の
で
、
川
反ば
た

（
秋
田
随
一
の
繁
華
街
）
の
ス
ナ
ッ
ク

で
秋
田
美
人
を
釣
っ
て
？
楽
し
く
飲
み
明
か
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
（
笑
）。
持
込
メ
ニ
ュ
ー
は
、
会

長
が
男
鹿
の
入
道
崎
で
釣
っ
て
き
た
黒
鯛
の
お
刺
身
、

黒
ソ
イ
の
塩
焼
き
タ
ナ
ゴ
の
塩
麹
漬
け
焼
き
で
す
。

　釣
行
計
画
は
懇
親
会
計
画
に
変
更
で
す
。
釣
況
に

よ
っ
て
臨
機
応
変
に
仕
掛
け
を
変
え
た
り
、
場
所
を

変
え
る
の
が
釣
り
名
人
な
の
で
、
こ
ん
な
変
更
は
朝

飯
前
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　一
緒
に
釣
っ
て
み
た
い
方
、
と
り
あ
え
ず
懇
親
会

で
食
べ
て
み
た
い
方
等
々
、
大
歓
迎
で
す
。
連
絡
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆ 

秋
田
県
北
地
区
電
友
会

　
　（
現
在
秋
田
支
部
に
統
合
）

◎
第
31
回
定
期
総
会
開
催

　令
和
５
年
７
月
14
日
、
大
館
市
内
の
「
プ
ラ
ザ
杉

の
子
」
に
お
い
て
４
年
ぶ
り
に
県
北
地
区
電
友
会
の

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　最
初
に
前
年
度
か
ら
総
会
前
日
ま
で
の
物
故
者
10

名
様
へ
の
黙
祷
を
捧
げ
、
ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　続
い
て
木
村
秋
田
支
部
長
と
戸
松
県
北
地
区
会
長

か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り
、
今
回
開
催
の
県
北
地
区
定
期

　数
年
前
か
ら
、
県
北
地
区
は
会
員
の
減
少
や
高
齢

化
が
進
み
、
先
々
の
電
友
会
活
動
が
危
ぶ
ま
れ
て
い

ま
し
た
が
、
県
南
地
区
、
県
北
地
区
か
ら
の
見
直
し

要
望
を
受
け
た
秋
田
支
部
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
活

か
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
こ
と
は
、
非
常
に
喜

ば
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　総
会
終
了
後
、
懇
親
会
が
４
年
振
り
に
開
催
さ
れ

お
忙
し
い
中
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
秋
田
支
店
長
澤
村

　誉

様
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
県
北
営
業
支
店
長
伊
佐
康
彦
様
の
ご
臨

席
を
賜
り
、
和
や
か
な
談
笑
が
続
く
中
、
無
事
に
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

懇親会開始

総
会
は
重
要
議
題
で
あ
る
「
３
地
区
電
友
会
を
廃
止

し
、
県
域
一
元
化
」
の
事
業
運
営
見
直
し
に
つ
い
て

の
必
要
性
を
審
議
す
る
こ
と
を
両
人
よ
り
お
話
が
有

り
ま
し
た
。

　引
き
続
き
議
長
に
佐
藤
喜
美
男
氏
を
選
出
し
議
題

の
審
議
を
行
い
、
会
員
か
ら
一
元
化
の
在
り
方
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、
木
村
秋
田
支
部
長
か

ら
「
支
部
・
３
地
区
合
同
の
検
討
会
」
の
結
果
を
交

え
、
見
直
し
理
由
や
一
元
化
後
の
事
業
運
営
の
基
本

方
針
等
説
明
が
な
さ
れ
、
審
議
し
た
結
果
、
議
案
が

承
認
さ
れ
、
令
和
５
年
10
月
秋
田
支
部
臨
時
総
会
を

経
て
一
元
化
実
施
に
向
け
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。木村支部長挨拶

佐藤議長挨拶 戸松会長挨拶

NTT 澤村支店長挨拶
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